
3 0の5

北
陸
広
域
自
由
民
権
の

史
的
性
格

ー
北
陸
近
代
化
路
線
の
一
断
面
|

上

一
、
広
域
連
帯
運
動
の
醸
成
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北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
と
銘
打
っ
た
自
由
民
権
運

動
の
大
会
が
、
明
治
一
六
年
(
一
八
八
三
)
三
月
一

O
日
と
翌
一
一
日
の
二
日
間
、
石
川
県
高
岡
町
(
現
、

富
山
県
高
岡
市
)
の
瑞
龍
寺
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
日
本
海
側
中
央
部
の
若
狭
・

越
前
・
加
賀
・
能
登
・
越
中
・
越
後
・
佐
渡
七
州
の

民
権
家
た
ち
が
、
松
方
デ
フ
レ
下
で
の
農
村
不
況
と

明
治
藩
閥
政
権
の
言
論
抑
圧
に
抗
議
し
て
、
広
地
域

連
帯
の
大
々
的
な
運
動
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
だ

上

北
陸
広
域
自
由
民
権
の
史
的
性
格

~ 

夫

け
に
大
い
に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
(
年

そ
し
て
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
翌
一
七
年
九
月
二

O
日
に
は
越
後
新
潟
、
さ
ら
に
翌
一
八
年
一

O
月
七

日
越
前
鯖
江
で
本
大
会
が
関
か
れ
た
が
、
こ
う
し
た

県
域
を
越
え
た
広
地
域
連
帯
の
い
わ
ば
H

北
陸
連
合
。

の
試
み
は
、
一
六
年
が
決
し
て
最
初
で
は
な
か
っ
た
。

す
で
に
そ
れ
に
先
立
つ
一
三
年
二
月
、
金
沢
の
民
権

政
社
「
精
義
社
」
が
中
心
と
な
り
、
同
地
で
「
北
陸

時
併
合
社
。
を
結
成
し
て
い
る
。

こ
の
会
合
に
は
、
越
前
か
ら
は
民
権
運
動
の
主
導

者
杉
固
定
一
と
伴
野
六
郎
(
越
前
勝
山
)
が
参
加
し
、

ま
た
越
中
の
民
権
家
の
筆
頭
稲
垣
示
ら
も
参
画
す
る

が
、
こ
の
「
北
陸
耕
A
口
社
」
こ
そ
、
北
陸
で
の
最
初

の
民
権
運
動
広
域
連
合
体
の
性
格
を
帯
び
る
も
の
と

み
て
よ
い
。

し
か
も
「
精
義
社
」
の
前
身
と
目
さ
れ
る
「
耕
腸

社
(
社
長
、
関
時
叙
)
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
警
察

御
用
掛
岩
間
熊
雄
)
の
太
政
大
臣
三
条
実
美
あ
て
探
偵

報
告
書
の
な
か
で
、
「
(
前
略
)
此
輩
(
注
、
関
時

叙
)
ハ
常
ニ
南
海
九
交
地
方
ヲ
俳
個
シ
、
彼
ノ
地
方

各
社
ト
交
リ
或
ハ
愛
国
社
ト
交
遊
ス
ル
者
ナ
リ
、
此

ノ
社
ノ
趣
意
タ
ル
今
一
社
ヲ
開
設
シ
、
遂
一
一
ハ
北
陸

中
耕
合
ノ
企
テ
ナ
リ
、
当
分
広
ク
社
員
ヲ
噺
集
ス
ル

ノ
風
ア
リ
、
結
果
如
何
ト
想
阪
一
と
明
記
す
る
。

し
た
が
っ
て
「
北
陸
耕
合
社
」
は
、
す
で
に
「
耕

腸
社
」
が
め
ざ
し
た
グ
北
陸
中
連
合
。
を
最
初
に
具

体
化
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
、
「
耕
腸
社
」
の
社

長
関
時
叙
と
し
て
、
四
国
・
九
州
の
巡
歴
に
よ
り
、

そ
の
地
方
の
広
地
域
連
合
の
や
り
方
に
大
い
に
触
発

さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
彼
は
一
三
年
初
頭
、
越
前
に

杉
固
定
一
を
訪
ね
て
協
議
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は

杉
田
も
大
い
に
共
鳴
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
の
性
格

実
は
越
中
で
明
治
十
五
年
二
月
一
五
日
、
北
立
自

由
党
が
結
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
周
年
一
月

一
0
・
一
一
の
両
日
、
高
岡
郊
外
で
開
催
さ
れ
た
「
北

立
自
由
党
発
起
者
集
会
」
の
決
議
の
な
か
で
、
「
来

る
五
月
を
期
し
北
陸
全
道
同
志
の
大
親
睦
会
を
開
く

べ
き
事
」
の
重
要
事
項
が
み
ら
れ
が
が
、
そ
れ
は
実

現
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
同
年
九
月
金
沢
で
起
き
た
石
川
県
会
議
員

稲
垣
示
の
い
わ
ゆ
る
「
千
坂
県
令
侮
辱
事
件
(
勺
)
を
契

機
に
、
福
井
県
で
は
一
一
月
一
五
日
、
県
会
議
員
の

有
志
一
五
名
が
そ
の
代
表
に
土
屋
久
左
衛
門
(
注
、

坂
井
郡
坪
江
村
東
田
中
出
身
)
を
選
ぴ
、
事
件
の
実
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情
調
査
と
稲
垣
慰
問
の
た
め
、
石
川
県
へ
派
遣
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
さ
い
杉
田
定
一
は
、
稲
垣
慰
問
と
と
も
に
、

「
北
陸
自
由
新
聞
」
発
刊
に
つ
い
て
の
参
考
意
見
を

求
め
る
た
め
、
金
沢
の
司
自
由
新
誌
』
の
発
行
社
で

あ
る
共
詞
社
(
社
長
、
稲
垣
示
)
を
訪
れ
て
彼
に
会

ぃ
、
さ
ら
に
越
中
ま
で
出
向
い
た
の
で
あ
る
。
土
屋

は
一
一
月
一
九
日
金
沢
を
訪
れ
て
稲
垣
を
慰
問
し
、

そ
の
後
越
中
を
巡
遊
し
て
、
二
五
日
再
び
金
沢
に
も

ど
り
石
川
県
会
議
員
と
会
談
し
て
い
(
日
。

こ
う
し
て
翌
一
六
年
一
月
に
入
る
と
、
北
立
自
由

党
を
中
心
に
、
北
陸
広
域
連
帯
の
懇
親
会
の
計
画
が

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
具
体
内
容
は
研
究
史
が
明
ら
か

に
す
る
が
、
大
々
的
な
懇
親
会
の
主
な
ね
ら
い
は
、

演
説
の
草
稿
と
目
さ
れ
る
杉
固
定
一
の
「
天
然
区
域

親
睦
論
」
に
よ
り
、
は
っ
き
り
う
か
が
う
こ
と
が
で

主
3
6
0
つ
ま
り
立
権
政
体
を
確
立
し
、
知
識
の
錬
磨
・
志

気
の
高
揚
・
輿
論
の
振
興
の
た
め
に
は
、
風
俗
・
慣

習
を
同
じ
く
す
る
「
天
然
の
区
域
」
内
で
の
親
睦
が

最
も
肝
心
と
し
、
「
先
其
ノ
一
州
ノ
一
致
協
同
ヲ
諜

リ
、
然
シ
テ
一
道
ノ
親
睦
ヲ
致
シ
、
進
ン
テ
全
国
ノ

合
同
ヲ
謀
ル
ニ
、
今
也
九
州
改
進
党
ア
リ
、
四
国
ニ

懇
親
会
ア
リ
、
今
又
東
海
道
ニ
函
西
自
由
親
睦
会
ア

リ
、
各
道
大
体
団
結
ナ
キ
ハ
ナ
シ
、
然
ル
ニ
我
北
陸

道
ニ
之
ヲ
見
ザ
ル
ハ
畳
病
僕
ノ
至
リ
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
今

也
有
司
諸
君
之
ヲ
憂
へ
、
三
月
頃
北
陸
ノ
中
央
ニ
親

睦
会
ヲ
催
サ
ン
ト
ス
、
実
ニ
此
処
ハ
北
陸
盛
衰
ノ
管

北陸7州有志大懇親会出席員一覧(加・越・能)

外| 君日 区 出席員数 外| 君日 区 出席員数

射 水 166名 古色 鹿 烏 1名

越 E局 i皮 32 登 2十 6 

上新川 6 {可 1ヒ 4 

中 下新川 3 加 金 沢 18 

計 207 石 II! 1 

鳳至郡 3 賀 J工 1召 4 
ム目仇E 

羽目下郡 l E十 27 
五芝五文ー

珠 洲郡 1 総 E十 340 

第 1表

注:森山誠一「加越能自由民権運動の一考察J(前掲)第4表(134-138べ

ージ)による。なお同表には郡別に出席員氏名・職業等が詳記される。

ス
ル
所
存
宣
奮
励
セ
ザ
ル
可
ン
お
)
と
力
説
す
る
の

に
注
目
し
た
い
。

一
五
年
六
月
の
「
集
会
条
例
」
改
正
に
よ
り
、
ま

す
ま
す
民
権
運
動
が
抑
圧
、
分
断
さ
れ
る
な
か
で
、

全
国
諸
地
域
に
み
ら
れ
る
広
域
連
帯
運
掛
ピ
な
ら
い
、

日
本
海
域
中
央
部
の
北
陸
一
帯
で
の
運
動
の
高
揚
、

組
織
の
拡
大
・
強
化
を
懸
命
に
め
ざ
し
た
も
の
と
い

え
る
。
杉
田
が
、
南
越
自
由
党
の
機
関
紙
と
し
て
、

一
五
年
一
二
月
に
創
刊
し
た
「
北
陸
自
由
新
聞
」
は
、

わ
ず
か
五
ヵ
月
で
解
体
の
憂
き
目
を
み
た
が
、
も
と

も
と
越
前
一
州
に
限
ら
ず
、
北
陸
一
円
の
広
域
を
対

象
と
す
る
壮
図
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
た

懇
親
会
当
日
の
出
席
者
実
数
は
、
第
一
表
の
と
お

り
三
四

O
名
ほ
ど
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て

出
席
者
の
所
属
政
党
や
職
業
等
に
つ
い
て
は
、
森
山

誠
一
氏
論
稿
の
「
出
席
員
一
覧
」
(
加
・
越
・
北
町
)
に

み
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
の
大
会
を
主
導
し
た
の
は
、

自
由
党
系
の
北
立
自
由
党
(
越
中
)
、
南
越
自
由
党

(
越
前
)
、
北
辰
・
頚
城
・
岩
船
の
各
自
由
党
(
越

後
)
で
あ
っ
た
が
、
改
進
党
お
よ
び
改
進
党
系
や
両

党
の
い
ず
れ
に
も
所
属
し
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。

そ
し
て
職
業
で
は
、
豪
農
・
富
農
・
豪
商
・
県
会
議
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員
・
製
糸
家
・
新
聞
記
者
・
教
師
・
医
師
等
が
目
立

つ
。
ま
た
地
域
外
の
「
客
員
」
で
は
、
庄
林
一
正
(
名

古
屋
)
・
村
松
愛
蔵
(
三
河
)
・
宇
野
真
男
(
美
濃
)
・

新
井
幸
(
上
野
)
・
上
回
長
次
郎
(
豊
前
)
・
安
井

弥
生
三
(
姫
路
)
・
青
木
茂
樹
(
土
佐
)
・
広
瀬
重

松
村
才
士
口
・
阿
部
広
の
三
名
、
加
賀
は
三
宅
恒
徳
・

大
垣
兵
次
・
芳
野
貞
成
の
三
名
、
能
登
で
は
小
間
粛
・

神
野
良
・
中
川
長
吉
の
三
名
、
ま
た
越
中
で
は
稲
垣

一
不
・
数
井
孝
次
・
島
田
孝
之
・
小
林
一
生
の
四
名
、

き
ら
に
越
後
で
は
八
木
原
繁
祉
・
山
際
七
司
・
加
藤

勝
捕
の
三
名
が
あ
げ
ら
れ
、
本
懇
親
会
の
政
治
・
社

会
的
性
格
を
端
的
に
反
映
す
る
も
の
と
い
、
仁
川
vr

そ
こ
で
明
治
一
六
年
三
月
一

O
日
・
一
一
日
の
盛

大
な
本
懇
親
会
で
成
立
す
る
「
北
陸
自
由
共
同
会
」

は
、
そ
の
規
則
第
一
条
に
「
本
会
ハ
自
由
改
進
ノ
主

義
ヲ
以
テ
成
立
シ
、
北
陸
七
州
ノ
共
同
一
致
ヲ
図
ル

者
ト
ス
」
と
規
定
す
る
と
お
り
、
す
で
に
明
治
二
二

年
二
月
、
金
沢
の
民
権
政
社
「
精
義
社
」
の
肝
入
り

で
結
成
さ
れ
た
前
述
の
「
北
陸
耕
合
社
」
の
再
現
的

性
格
を
強
く
帯
び
る
も
の
で
あ
っ
た
。

会
場
は
「
各
県
巡
番
」
(
第
三
条
)
、
例
会
開
催
地

事
務
所
設
置
(
第
五
条
)
、
各
県
各
地
で
の
委
員
配

置
(
第
七
条
)
等
が
決
め
ら
れ
、
さ
ら
に
第
一

O
条

の
「
同
主
義
ヲ
以
テ
災
危
ニ
擢
ル
者
ハ
之
ヲ
撫
悩
ス

ベ
、
ン
(
吋
)
の
規
定
に
よ
り
、
別
に
「
北
陸
自
由
協
同
会

遭
難
者
救
悩
規
則
」
が
成
立
す
る
。
こ
の
点
再
建
の

一
つ
の
契
機
が
、
前
述
の
稲
垣
示
の
「
千
坂
県
令
侮

辱
事
件
」
に
強
く
か
か
わ
る
だ
け
に
、
当
然
の
帰
結

正
(
同
上
)
・
安
喜
清
香
(
向
上
)
・
石
原
季
熊
(
熊

本
)
・
永
田
一
一
一
{
大
阪
)
・
原
因
十
衛
(
熊
本
)

ら
一
二
名
が
か
か
げ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
大
会
発
起
者
一
七
名
は
、
第
2
表
の
と

お
り
、
若
狭
で
は
藤
田
孫
平
、
越
前
で
は
杉
固
定
一

北陸7州有志大懇親会発起者一覧(明治16年)

発起者名 地区 所属政派・職業等 発起者名 地区 所属政派・職業等

(平) 福井県議・のち衆議 石川県議改進党系

藤田孫兵衛 若狭 中川長官 能登

自由党系・農業 交詞社員

南越自由党正理事 石川県議北立自由党

杉固定一 越前 稲垣 方、 越中
北陸新聞社長・のち衆議 主幹・農業

南越自由党副理事 石川県議改進党

松村才育 11 数井孝次 11 

鎌商 のち富山県議

南越自由党・士族 石川県議改進党

岡部 広 11 品田孝之 11 

北陸自由新聞社幹事 北辰社設立

自由党系・士族 改進党系・代言人
三宅恒徳 加賀 小林一生 11 

北陸自由日報発起人

石川県議・農業 北辰自由党・士族
大垣兵次 11 八木原繁祉 越後

交官旬社員

石川県議・自由党系 北辰自由党・新潟県議

芳野貞成 11 山際七司 11 

のち七尾町長 第l回衆議・農業

石川県議・自由党系 岩船自由党・のち衆議

小間 粛 能登 加藤勝浦 11 

製糸家 農業

石川県議改進党

神野 良 11 

交詞社員・第 l回衆議

第 2表

上

北
陸
広
域
自
由
民
権
の
史
的
性
格

注:、「北陸自由新聞J(42号)(明治16年 3月3日)(福井市中毘沙門、奥田薫家蔵)によリ

作成。
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と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
っ
ぽ
う
「
北
陸
自
由
共
同
会
」
の
成
立
に
と
も

な
い
、
「
北
陸
自
由
共
同
新
聞
社
L

の
開
設
が
目
論
ま

れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
北
陸
自
由
新
聞
社
(
福
井
)
・

北
陸
自
由
日
報
社
(
金
沢
)
・
北
辰
白
白
新
聞
社
(
新

潟
)
の
三
者
が
合
併
し
て
、
本
社
を
金
沢
に
、
支
社

を
福
井
・
新
潟
に
置
き
、
「
北
陸
自
由
共
同
新
聞
」

を
発
刊
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
準
備
期
間
中
は
、

北
陸
自
由
新
聞
社
が
一
切
の
業
務
を
代
行
す
る
こ
と

ト」
1
レ
h
~
。

こ
の
点
越
前
の
民
権
家
か
ら
す
れ
ば
、
「
北
陸
自
由

新
聞
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
展
開
と
し
て
、
そ
の
活

発
な
運
営
を
真
剣
に
望
ん
だ
と
み
ら
れ
る
が
、
当
時

の
北
陸
自
由
新
聞
は
、
二
月
一
日
か
ら
二
六
日
間
の

発
行
停
止
と
な
り
、
さ
ら
に
は
五
月
一
六
日
、
つ
い

に
休
刊
の
「
社
告
」
を
出
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
前
中

そ
の
な
か
で
、
「
三
県
合
同
七
州
協
力
ノ
一
大
新

聞
」
を
発
刊
す
る
抱
負
を
述
べ
、
「
(
前
略
)
鳴
呼
諸

君
ヨ
、
諸
君
ハ
一
州
若
ク
ハ
一
県
ニ
割
拠
シ
、
因
習

ニ
膝
着
シ
、
古
城
ニ
拘
泥
ス
ル
ノ
人
ナ
ラ
ン
ヤ
、
固

ヨ
リ
北
陸
ノ
輿
論
ヲ
振
作
シ
、
北
陸
ノ
元
気
ヲ
発
揚

シ
、
長
江
大
河
一
潟
千
里
、
遂
ニ
進
ン
テ
一
世
ノ
迷

夢
ヲ
撹
破
シ
、
千
古
ノ
随
習
ヲ
掃
塗
シ
、
亜
細
亜
東

洋
崎
山
地
洲
ノ
自
由
ハ
、
北
陸
ノ
山
岳
重
畳
波
濡
彫
涛

ノ
間
ヨ
リ
出
タ
リ
ト
ノ
芳
名
ヲ
博
セ
ン
ト
欲
ス
ル
、

則
チ
諸
君
カ
当
初
本
社
ヲ
経
営
ス
ル
ノ
素
志
ナ
ラ
ズ

ャ
、
(
後
略
)
」
(
前
掲
『
杉
固
定
一
関
係
文
書
』
)
と

大
い
に
志
気
の
高
揚
を
訴
え
る
が
、
つ
い
に
実
現
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
と
き
あ
た
か
も
「
松
方
デ
フ
レ
」

が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
極
度
の
資
金
難
に
あ
え
ぎ
、

し
か
も
四
月
一
六
日
の
「
新
聞
紙
条
例
し
改
正
の
厳

し
い
条
件
が
重
っ
た
こ
と
が
、
新
聞
社
経
営
に
致
命

的
な
打
撃
を
与
え
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

実
は
地
租
改
正
反
対
運
動
に
連
結
す
る
自
由
民
権

運
動
と
し
て
、
越
前
の
場
合
と
同
様
越
後
で
も
、
七

大
区
(
中
頚
城
郡
)
と
二
二
大
区
(
北
蒲
原
郡
)
で

の
「
押
付
反
米
し
へ
の
反
対
運
動
が
高
揚
し
た
。
と

り
わ
け
二
二
大
区
は
、
明
治
一

O
年
八
月
よ
り
一
三

年
三
月
に
至
る
戸
長
・
地
主
層
を
中
心
と
す
る
大
が

か
り
な
運
動
の
な
か
で
、
地
租
改
正
事
務
局
へ
の

強
力
な
請
願
運
動
が
展
開
す
る
が
、
最
終
的
に
は

政
府
の
検
見
法
発
動
と
い
う
強
硬
措
置
で
挫
折
す

ぷ
「
し
か
し
一
五
年
に
結
成
さ
れ
た
新
潟
県
下
最

大
の
政
党
、
北
辰
自
由
党
に
は
、
北
蒲
原
郡
か
ら
堂

々
六
一
名
の
入
党
者
を
数
え
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
押

付
反
米
反
対
運
動
に
か
か
わ
る
村
々
か
ら
の
参
加
者

で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
加
賀
・
越
中
・
能
登
で
の
民
権
運
動
は
、

も
と
も
と
国
会
開
設
〈
立
憲
政
治
〉
要
求
を
中
心
と

し
た
が
、
一
六
年
後
半
期
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
は
、

減
租
請
願
運
動
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
(
一
年
そ
し

て
一
七
年
一
一
月
一

O
日
高
岡
で
の
「
加
越
能
三
州

有
志
懇
親
会
」
で
は
、
「
地
租
軽
減
の
建
白
」
決
議

が
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
農
民
層
に
と
り
最
も
身
近
で
現
実
的

な
課
題
が
、
民
権
運
動
の
な
か
に
措
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
す
で
に
政
府
が
公
布
し
た
「
地
租
条
例
」

(
明
治
一
七
年
三
月
一
五
日
)
に
よ
り
、
か
れ
ら
の

切
実
な
要
求
は
す
っ
か
り
押
え
ら
れ
る
。

ま
た
越
前
で
も
、
米
価
の
低
落
に
な
や
む
農
村
で

は
、
地
租
問
題
が
そ
上
に
の
ぼ
り
、
た
と
え
ば
第
3

表
の
坂
井
郡
下
一
二
ヵ
村
が
結
束
を
固
め
、
二
ハ
年

(
初
)

度
第
四
期
地
税
の
猶
予
を
上
申
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

諸
村
の
う
ち
、
安
沢
・
上
小
森
・
中
庄
・
千
歩
寺
・

石
塚
の
五
ヵ
村
は
、
二
年
か
ら
の
越
前
地
租
改
正
反

対
運
動
や
そ
れ
に
連
結
す
る
自
由
民
権
運
動
の
な
か

で
、
き
わ
め
て
強
じ
ん
な
活
動
を
行
っ
た
が
、
こ
の

一
六
年
の
段
階
で
は
つ
い
に
民
権
運
動
に
は
結
び
つ

き
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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福井県坂井郡下地税延納上申参加村調(明治16年)

明治11-13年 明治 12年 明治 13年 明治14年 9月 明治14年12月

村 名 収穫反米の査 自郷社員数 国会開設請願 天真社発起村 地価修正上申

定不服村 署名者数 書 連 書

安 沢 。 7 59 。 。
上 森 。 2 31 。 。
中 庄 。 4 51 。
千 歩 寺 。 4 18 。 。
石 塚 。
下 森 22 

松 木 21 

西太郎丸

池 見

金 同1 寺

取 次

西 長 田

第3表

上

北
陸
広
域
自
由
民
権
の
史
的
性
格

注・大槻弘「越前自由民権運動の研究J(前掲)補論I、表 1(165ページ)による。

こ
の
よ
う
に
「
松
方
デ
フ
レ
」
が
進

行
す
る
過
程
で
、
北
陸
各
地
で
農
民
の

切
実
な
地
租
問
題
が
ふ
た
た
び
大
き
く

表
明
化
す
る
な
か
で
、
こ
れ
が
広
域
民

権
運
動
の
格
好
の
対
象
と
な
る
可
能
性

を
秘
め
な
が
ら
、
な
ん
ら
満
足
な
展
開

を
と
り
得
な
か
っ
た
の
は
、
要
は
こ
の
時

点
に
お
け
る
民
権
運
動
を
と
り
ま
く
き

わ
め
て
厳
し
い
諸
情
勢
に
よ
る
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
長
谷
川
が
拘
引
さ
れ
た
翌
一
三
日
、
稲
垣
示

の
「
千
坂
県
令
侮
辱
事
件
」
上
告
に
対
す
る
大
審
院

の
棄
却
に
よ
り
、
有
罪
が
確
定
し
拘
引
収
監
さ
れ
る
。

さ
ら
に
懇
親
会
開
会
一

O
日
後
、
三
月
二

O
日
の
「
高

田
事
件
」
を
契
機
に
、
越
後
の
主
要
な
自
由
党
員
が

(
お
)

一
せ
い
に
検
挙
さ
れ
る
。
こ
れ
は
越
前
の
南
越
自
由

党
の
有
力
者
で
あ
る
長
谷
川
豊
吉
や
、
越
中
民
権
運

動
の
主
導
者
稲
垣
示
の
拘
引
と
と
も
に
、
北
陸
広
域

連
帯
の
民
権
運
動
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
大
き
な

障
害
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

要
は
日
本
海
域
中
央
部
、
北
陸
七
州
に
お
よ
ぶ
民

権
勢
力
の
結
集
を
は
か
る
大
集
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
に
当
た
り
三
と
が
、
か
え
っ
て
当
局
に
よ
る
意
図
的
か
つ
計
画
的

月
一
二
日
、
高
岡
の
新
横
町
演
劇
場
で
な
制
圧
を
招
く
皮
肉
な
結
果
に
な
っ
た
と
み
な
す
こ

政
談
演
説
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
さ
と
が
で
き
る
。

い
清
水
中
四
郎
(
越
後
)
・
土
肥
善
四
そ
れ
に
も
め
げ
ず
第
二
回
の
北
陸
七
州
有
志
懇
親

郎
(
越
後
)
・
宮
田
仲
透
(
金
沢
)
の
会
が
、
一
七
年
九
月
二

O
日
新
潟
市
(
西
堀
通
五
番

次
に
た
っ
た
長
谷
川
豊
吉
(
越
前
武
生
)
町
不
動
院
)
で
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
準
備
委
員
に

の
「
桂
川
自
由
の
冊
一
の
演
説
が
中
止
松
村
文
二
郎
(
新
潟
県
刈
羽
郡
)
・
山
際
七
司
(
新

命
令
を
受
け
た
。
こ
の
さ
い
彼
の
聴
衆
潟
県
西
蒲
原
郡
)
・
鈴
木
昌
司
(
新
潟
県
頚
城
郡
)
・

へ
の
発
一
言
が
、
臨
監
警
部
へ
の
「
官
吏
杉
固
定
一
(
福
井
県
坂
井
郡
)
の
四
名
が
名
を
連
ね

侮
辱
罪
」
に
触
れ
る
と
し
て
拘
引
さ
れ
、
る
。

有
罪
判
決
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

一
、
北
陸
自
由
民
権
運
動
の
挫
折

(

刷

出

)

こ
の
さ
い
「
自
由
新
聞
」
の
大
会
広
告
の
冒
頭
か
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越
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三

O
巻
五
号

72 

ら
「
嵯
呼
北
陸
七
州
同
胞
諸
君
ヨ
、
今
日
ハ
此
レ
如

何
ナ
ル
時
子
、
方
ニ
之
レ
北
陸
男
児
ノ
一
冗
気
ヲ
振
張

、
鹿
ヲ
中
原
ニ
争
フ
ノ
秋
ナ
リ
、
然
リ
市
シ
テ
内

ヲ
顧
レ
パ
結
交
未
ダ
輩
固
ナ
ラ
ズ
、
情
誼
未
ダ
親
密

ナ
ラ
ズ
、
(
中
略
)
握
手
歓
談
情
誼
ヲ
親
密
ニ
シ
結

交
ヲ
輩
固
ニ
シ
、
以
テ
士
気
ヲ
振
作
ス
ル
ノ
方
法
ヲ

購
求
セ
ン
ト
欲
ス
」
と
訴
え
る
が
、
ま
さ
に
前
年
か

ら
の
民
権
運
動
の
衰
退
過
程
に
あ
っ
て
、
北
陸
七
州

広
域
連
帯
の
決
起
と
結
束
を
、
つ
な
が
す
企
図
が
明
確

に
認
め
ら
れ
る
。

来
答
者
は
二
百
余
名
に
の
ぼ
る
が
、
北
陸
七
州
以

外
で
は
東
北
地
方
の
秋
田
・
山
(
駒
・
福
島
三
県
・
関

東
地
方
の
茨
城
・
東
京
、
さ
ら
に
長
野
・
岐
阜
両
県

に
お
よ
ぶ
た
め
、
第
一
回
の
分
に
く
ら
べ
て
さ
ら
に

広
域
的
と
な
り
、
い
わ
ば
グ
北
日
本
地
域
大
懇
親
会
。

と
名
付
け
ら
れ
る
よ
、
7
な
大
会
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
演
説
者
の
な
か
で
井
上
米
次
郎
(
新
潟

県
中
蒲
原
郡
下
八
牧
村
)
に
つ
き
、
そ
の
内
容
が
治

安
を
妨
害
す
る
と
の
理
由
で
、
官
憲
に
よ
り
中
止
解

散
さ
せ
ら
れ
た
が
、
「
更
に
式
を
改
め
て
黄
昏
再
び

同
寺
に
懇
親
会
を
聞
き
、
皆
な
歌
を
尽
す
…
リ
)
な
ど
、

盛
況
裡
に
終
っ
て
い
る
。
こ
の
会
で
「
北
陸
七
州
共

同
併
合
会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
計
一

O

条
に
及
ぶ
規
約
を
設
け
た
が
、
そ
の
第
一
条
で
「
本

会
ハ
北
陸
七
州
人
土
ノ
文
明
ヲ
進
メ
、
元
気
ヲ
振
作

ス
ル
ガ
為
メ
設
ク
ル
者
ト
ス
」
と
掲
げ
る
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
厳
し
い
「
集
会
条
例
」
の
適

用
を
お
そ
れ
て
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て

毎
年
秋
期
に
例
会
を
聞
く
こ
と
に
し
た
が
、
翌
一
八

年
一

O
月
七
・
八
の
両
日
、
越
前
鯖
江
で
開
会
さ
れ

た
第
三
回
北
陸
七
州
懇
親
会
は
、
「
共
同
併
合
会
」

の
年
一
度
の
例
会
を
兼
ね
た
も
の
と
考
え
た
い
。

そ
の
と
き
の
状
況
に
つ
き
、
一

O
月
九
日
付
「
加

越
能
新
聞
」
が
「
(
前
略
)
来
会
者
頗
る
多
く
、
翌

八
日
は
午
前
七
時
を
以
て
出
会
員
一
同
同
地
松
ヶ
斡

神
社
境
内
に
集
り
、
そ
れ
よ
り
丹
生
郡
琵
琶
山
の
暖

原
へ
押
し
出
し
、
壮
快
な
る
遊
戯
を
試
み
て
退
散
し

た
り
」
と
伝
え
て
い
る
。

大
会
の
具
体
内
容
は
一
切
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
最
後
に
北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
と
銘
打
っ
た
大
会

に
は
終
止
符
が
打
た
れ
た
と
み
て
ど
い
。
実
は
九
州

に
お
け
る
広
域
連
合
政
党
と
し
て
明
治
一
五
年
三
月

に
創
立
し
、
毎
年
持
ち
ま
わ
り
で
大
会
を
開
催
し
た

九
州
改
進
党
が
、
一
八
年
五
月
の
久
留
米
大
会
で
「

形
而
下
ノ
団
結
ヲ
解
キ
形
而
上
ノ
交
際
」
を
深
め
る

と
し
て
解
党
を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
解
党

せ
ね
ば
な
ら
な
い
窮
迫
し
た
事
情
が
あ
っ
た
と
す
る

よ
り
は
、
そ
の
前
年
一

O
月
の
自
由
党
の
解
党
と
い

(
お
)

う
全
国
的
情
勢
が
影
響
し
た
と
す
る
見
方
が
は
る
か

に
適
切
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
北
陸
広
域
連
帯
の

自
由
民
権
運
動
の
挫
折
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
全

国
情
勢
を
端
的
に
反
映
す
る
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ

よ
2

ノ。な
お
北
陸
地
方
の
強
じ
ん
な
真
宗
地
帯
と
し
て
の

地
域
性
と
、
民
権
運
動
の
広
域
連
帯
性
と
の
関
連
に

つ
い
て
も
、
視
野
に
収
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

(
羽
)

れ
る
。
差
し
当
た
り
明
治
初
年
の
真
宗
門
徒
の
護
法

一
撲
に
つ
い
て
も
、
全
国
で
確
認
さ
れ
る
一

O
件
の

う
ち
、
敦
賀
県
下
の
「
越
前
護
法
大
一
授
」
(
明
治

六
年
)
は
じ
め
「
富
山
藩
下
農
民
蜂
起
事
件
」
(
同

四
年
)
・
新
潟
県
下
の
「
信
越
地
方
土
冠
蜂
起
事
件
」

(
同
五
年
)
・
同
県
下
の
「
越
後
地
方
農
民
蜂
起
事

件
」
(
同
六
年
)
の
計
四
件
を
数
え
る
な
ど
、
一
捺

生
起
の
時
期
的
な
ず
れ
は
み
ら
れ
る
が
、
真
宗
地
帯

と
し
て
の
護
法
的
連
帯
に
か
か
わ
る
一
断
面
が
う
か

が
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

註
(1) 

「
北
陸
七
州
有
志
大
懇
親
会
」
百
年
記
念
集
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会
が
、
昭
和
五
八
年
三
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ

た
。
会
場
は
百
年
前
と
同
じ
高
岡
市
の
瑞
龍
寺

で
、
当
時
の
出
席
者
の
子
孫
、
そ
れ
に
主
に
新

潟
・
富
山
・
石
川
・
福
井
の
各
県
か
ら
多
数
の

参
加
者
が
あ
り
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
「
自
由

民
権
百
年
」
の
意
義
あ
る
記
念
行
事
と
し
て
評

価
さ
れ
た
。
な
お
当
日
の
集
会
の
具
体
内
容
は
、

森
山
誠
一
編
「
北
陸
七
州
有
志
大
懇
親
会
百
年

記
念
集
会
の
記
録
」
〔
同
記
念
集
会
事
務
局
(
金

沢
大
学
経
済
学
部
内
)
一
九
八
四
年
〕
が
詳
述

十
ヲ
ヲ
②
。

ω
「
北
陸
耕
A
口
社
」
は
そ
の
後
「
北
陸
親
睦
会
L

と
改
称
し
た
こ
と
が
、
明
治
一
三
年
(
一
八
八

O
)
九
月
一
五
日
北
立
社
々
員
同
志
私
約
決
定

の
「
北
陸
親
睦
会
決
議
録
」
の
条
文
〔
第
七
条
〕

に
明
記
さ
れ
る
。

ω
熊
本
県
士
族
で
、
明
治
三
年
海
軍
兵
学
寮
に

入
寮
、
五
年
海
軍
少
尉
試
補
、
一
二
年
七
月
警

察
御
用
掛
、
翌
二
二
年
一
月
石
川
県
警
部
を
拝

命
、
一
五
年
六
月
依
願
免
本
官
と
な
る
〔
『
石

川
県
史
料
』
同
(
石
川
県
立
図
書
館
、
一
九
七

五
年
)
)
。

凶
「
石
川
県
政
社
調
査
報
告
」

73 

上

北
陸
広
域
自
由
民
権
の
史
的
性
格

(
石
川
県
八
等

警
部
岩
間
熊
雄
)
〔
『
三
条
家
文
書
』

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
)
〕
。

な
お
同
報
告
書
で
は
「
上
伸
書
」
と
し
て
、

「
金
沢
等
士
族
の
近
況
」
は
じ
め
「
精
義
社
し

(
金
沢
区
堤
町
)
・
「
盈
進
社
」
(
金
沢
区
西

町
)
・
「
越
中
新
川
社
L

(

越
中
新
川
郡
)

「
能
登
謎
省
社
」
(
能
登
羽
咋
郡
)
・
「
越
中

北
立
社
」
(
越
中
射
水
郡
高
岡
町
)
・
「
越
前

自
郷
学
会
し
(
越
前
坂
井
郡
波
寄
村
)
・
「
越

前
誘
衷
社
」
(
越
前
坂
井
郡
丸
岡
)
等
の
活
動

状
況
を
記
し
て
い
る
。

同
『
石
川
県
史
』
凶
(
石
川
県
、
一
九
一
一
二
年
)

二
八
三

i
四
ペ
ー
ジ
。

森
山
誠
一
「
愛
国
社
路
線
と
加
越
能
自
由
民
権

運
動
」
(
『
金
沢
経
済
大
学
論
集
』
口
の

1
)

は
、
明
治
一
三
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
「
北
陸

聯
合
社
」
を
「
こ
の
地
域
に
で
き
た
初
め
て
の

民
権
広
域
連
合
体
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
地

域
の
士
族
と
豪
農
の
初
め
て
の
連
携
を
示
す
組

織
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

附
稲
垣
示
・
沢
田
平
策
な
ど
越
中
射
水
郡
を
中

心
と
し
た
豪
農
商
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
の
前
身
の

北
立
社
は
、
稲
垣
示
の
肝
入
り
で
高
岡
町
に
設 国

立
さ
れ
、
明
治
ご
二
年
三

1
四
月
大
阪
、
一
一

月
東
京
で
の
国
会
開
設
請
願
大
会
に
大
量
の
署

名
を
得
て
稲
垣
を
送
り
出
し
て
い
る
。

間
『
富
山
県
史
』
凶
八
四
ペ
ー
ジ
。

附
明
治
一
五
年
九
月
八
日
石
川
県
議
会
で
の
千

坂
県
知
事
批
判
発
言
が
、
官
吏
侮
辱
罪
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
告
訴
さ
れ
た
事
件
で
、
こ
の

点
、
『
自
由
新
聞
』
は
、
同
年
九
月
一
五
日
以

降
し
ば
し
ば
報
道
し
て
い
る
。

同
森
山
誠
一
「
加
越
能
自
由
民
権
運
動
の
一
考

察
ー
第
一
回
北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
を
中
心
と

し
て
|
」
(
『
経
済
学
に
お
け
る
理
論
と
歴

史
』
文
献
出
版
、
一
九
八
三
年
)
は
、
『
自
由

新
誌
』
削
・
仰
の
記
事
を
要
約
し
て
い
る
。

川
大
槻
弘
『
越
前
自
由
民
権
運
動
の
研
究
』
(

法
律
文
化
社
、
一
九
八

O
年
)
・
森
山
誠
一
「
加

越
能
自
由
民
権
運
動
の
一
考
察
」
(
前
掲
)
が

そ
れ
ぞ
れ
、
懇
親
会
準
備
の
過
程
を
明
ら
か
に

す
る
。

聞
大
槻
弘
『
越
前
自
由
民
権
運
動
の
研
究
』

一
六
七
ペ
ー
ジ
。

間
当
時
全
国
諸
地
域
で
の
広
域
連
帯
組
織
と
し

て
、
九
州
改
進
党
大
会
・
四
国
懇
親
会
・
関
西
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若
越
郷
土
研
究

三
O
巻
五
号

、74

懇
親
会
・
名
古
屋
懇
親
会
・
山
陰
懇
親
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

側
森
山
誠
一
「
加
越
能
自
由
民
権
運
動
の
一
考

察
」
(
前
掲
)
第
四
表
「
北
陸
七
州
有
志
大
懇

親
会
出
席
員
一
覧
」
参
照
。

同
「
北
陸
自
由
新
聞
」
四
二
号
(
明
治
一
六
年

三
月
三
日
、
土
曜
日
)
〔
福
井
市
中
毘
沙
門
九
、

奥
田
薫
家
蔵
〕
の
大
会
案
内
広
告
。
な
お
同
紙

に
は
、
「
私
草
憲
法
」
第
三
章
(
前
号
ノ
続
キ
)

と
し
て
、
第
七
条
i
一
三
条
の
条
文
と
説
明
が

掲
載
さ
れ
る
。

同
懇
親
会
当
日
の
盛
大
な
情
景
は
、
『
自
由
新

聞
』
(
明
治
一
六
年
三
月
一
八
日
)
が
詳
述
す

る
。
端
龍
寺
の
各
門
に
は
「
自
由
寓
歳
」
・
「
至

誠
」
な
ど
の
旗
が
た
ち
「
無
数
の
琉
燈
」
を
か

か
げ
、
会
場
内
は
四
面
に
紅
幕
を
め
ぐ
ら
し
、

午
前
一

O
時
開
場
、
午
後
一
時
音
楽
演
奏
の
う

ち
に
開
会
、
会
主
総
代
加
藤
勝
弥
(
越
後
岩
船

郡
)
の
あ
い
さ
つ
の
の
ち
、
各
地
域
か
ら
の
意

見
発
表
〔
越
後
の
清
水
中
四
郎
・
金
沢
の
宮
田

仲
透
(
『
自
由
新
誌
』
主
筆
)
・
越
中
の
河
村

潔
・
富
山
の
小
林
一
生
(
代
言
人
)
・
越
前
に

寄
留
の
永
田
一
二
(
「
北
陸
自
由
新
聞
」
記
者
)
・

上
野
(
群
馬
県
)
の
新
井
牽
・
豊
前
の
上
回
長

次
郎
・
名
古
屋
の
庄
林
一
生
等
〕
が
あ
っ
て
午

後
六
時
散
会
し
た
。
参
加
者
に
は
、
鯛
一
尾

付
き
の
三
重
の
折
詰
が
配
ら
れ
、
「
自
由
」
の

銘
の
あ
る
「
猪
口
酒
樽
」
が
用
意
さ
れ
た
と
伝

え
て
い
る
。

同
『
杉
田
定
一
関
係
文
書
』
(
大
阪
経
済
大
学

付
属
図
書
館
蔵
)

o

m
池
内
啓
『
福
井
置
県
そ
の
前
後
』
(
福
井
県

郷
土
誌
懇
談
会
、
一
九
八
一
年
)
は
、
北
陸
自

由
新
聞
社
の
具
体
内
容
と
経
営
難
の
実
態
を
詳

述
す
る
が
、
同
新
聞
社
の
刊
行
計
画
に
つ
い
て

は
、
「
北
陸
七
州
の
団
結
を
揚
言
す
る
こ
と
に

お
い
て
そ
の
敗
退
の
姿
を
粉
飾
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
一
一
一
一
二
ペ
ー
ジ
)

と
、
北
陸
自
由
新
聞
社
の
不
本
意
な
結
末
を
論

じ
て
い
る
。

同
本
間
拘
一
「
新
潟
の
農
業
問
題
と
自
由
民
権

運
動
」
(
『
歴
史
公
論
』

ω雄
山
関
、
一
九
七

六
年
)
は
、
新
潟
の
民
権
運
動
研
究
が
従
来
と

か
く
「
高
田
事
件
」
の
解
明
に
重
点
を
置
き
す

ぎ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
地
主
制
の
形
成
や
地

租
改
正
反
対
運
動
と
の
関
連
で
把
握
し
な
お
す

必
要
が
あ
る
と
強
調
す
る
(
一
四
七
ペ
ー
ジ
)
。

帥
森
山
誠
一
「
加
越
能
自
由
民
権
運
動
の
一
考

庭
用
」
(
前
掲
)
は
、
明
治
一
六
年
後
半
期
か
ら

一
七
年
に
か
け
て
の
加
越
能
の
減
租
運
動
の
具

体
内
容
を
指
摘
す
る
。
北
立
自
由
党
員
重
松
覚

平
は
、
二
ハ
年
一
一
一
月
一
八
日
付
の
「
地
租
減

額
建
白
L

(

署
名
五
五
三
名
)
を
翌
年
初
頭
元

老
院
へ
提
出
、
ま
た
一
七
年
二
月
、
立
憲
改
進

党
員
大
矢
四
郎
兵
衛
が
代
表
と
な
り
、
射
水
郡

二、

O
一
一
名
の
減
租
請
願
書
を
提
出
、
さ
ら

に
同
年
三
月
に
は
、
精
義
社
・
盈
進
社
・
自
由

新
論
社
が
「
協
同
本
部
」
を
設
け
て
減
租
請
願

運
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
論
じ
、
地
租
問
題

が
民
権
運
動
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
こ
と
を

重
視
す
る
(
一
四
二
ペ
ー
ジ
)
。

側
大
槻
弘
『
越
前
自
由
民
権
運
動
の
研
究
』
(
前

掲
)
は
、
明
治
二
ハ
年
度
第
四
期
地
税
の
猶
予
上

申
を
め
ぐ
る
農
民
層
の
結
束
が
、
結
局
民
権
運
動

に
つ
な
が
る
こ
と
な
く
頓
座
し
た
の
に
着
目
し
、

「
自
由
党
の
組
織
を
あ
ま
り
に
も
局
限
さ
れ
た

枠
に
と
じ
込
め
み
ず
か
ら
を
枯
渇
化
さ
せ
る
以

外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
U

(

一
六
五
ペ
ー

ジ
)
と
、
「
松
下
デ
フ
レ
」
下
の
越
前
自
由
民
権
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運
動
の
在
り
方
を
厳
し
く
批
判
す
る
。

仰
明
治
一
六
年
四
月
一
三
日
、
金
沢
軽
罪
裁
判

所
富
山
支
庁
で
の
長
谷
川
豊
吉
の
判
決
で
は
、

「
演
説
中
現
場
ニ
監
臨
シ
タ
ル
警
部
川
上
親
晴

ノ
職
務
ニ
対
シ
侮
辱
シ
タ
リ
」
と
の
理
由
で
、

重
禁
鋼
二
八
日
、
罰
金
四
円
九

O
銭
を
課
せ
ら

れ
て
い
る
(
「
自
由
新
聞
L

明
治
一
六
年
四
月

二
五
日
)
。

間
「
自
由
新
聞
L

(

明
治
一
六
年
三
月
二
一
日
、

四
月
一
三
日
記
事
。

倒
「
高
田
事
件
」
に
つ
き
、
「
石
川
新
聞
」
(
明

治
二
ハ
年
三
月
二
七
日
}
は
「
今
回
高
田
騒
動

ハ
高
岡
親
睦
会
ノ
時
ニ
起
因
ス
ル
」
と
指
摘
す

る
が
、
た
し
か
に
官
憲
側
の
策
動
に
か
か
る
「
高

田
事
件
」
の
性
格
か
ら
み
て
、
両
者
の
直
接
的

な
関
連
を
率
直
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

制
「
自
由
新
聞
」
の
明
治
一
七
年
八
月
二
九
日
・

三
一
目
、
九
月
三
日
・
五
日
付
本
紙
に
、
懇
親

会
の
「
案
内
広
告
L

を
掲
載
す
る
。

聞
大
会
の
「
来
会
者
名
簿
」
に
、
山
形
県
で
は
、

斎
藤
保
ほ
か
四
名
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ
る
が
、

明
治
一
七
年
九
月
一
七
日
付
「
自
由
新
聞
」
に
、

「
本
県
よ
り
有
志
総
代
と
し
て
三
名
出
席
の
趣

き
を
記
載
せ
し
が
、
尚
ほ
酒
田
港
よ
り
は
鷲
田

義
則
、
斎
藤
保
、
小
関
孝
悌
其
他
二
、
三
名
の
諸

氏
が
臨
会
き
る
る
由
に
て
、
近
日
出
発
さ
る
る

と
云
と
、
出
羽
新
聞
に
見
え
た
り
」
と
報
ず
る

た
め
、
山
形
県
か
ら
の
来
会
者
は
、
少
く
と
も

一
O
名
前
後
に
の
ぼ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

帥
『
自
由
党
史
』
(
中
)
〔
「
岩
波
文
庫
』
〕
三
九

0
ペ
ー
ジ
。
な
お
明
治
一
七
年
九
月
二
七
日
付

「
自
由
新
聞
」
も
「
北
陸
七
州
懇
親
会
並
に
自

由
政
談
演
説
会
の
詳
報
」
と
題
し
、
『
自
由
党

史
』
の
記
載
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
伝
え
る
。

間
越
前
鯖
江
に
お
け
る
北
陸
七
州
有
志
懇
親
会

に
つ
き
、
越
中
の
『
北
辰
雑
誌
』
第
一
号
(
明

治
一
八
年
一

O
月
一

O
日
、
雑
報
)
が
簡
明
に

報
ず
る
だ
け
で
、
ほ
か
に
関
連
史
料
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
こ
の
記
載
は
、
森
山

誠
一
氏
の
御
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

脚
色
川
大
吉
『
自
由
民
権
』
(
岩
波
新
書
)
七

一
一
ペ
ー
ジ
。

倒
森
山
誠
一
「
自
由
民
権
期
前
半
に
お
け
る
北

陸
の
自
由
民
権
」
(
『
歴
史
評
論
』
四
一
五
号
、

一
九
八
四
年
)
は
、
植
木
枝
盛
の
『
北
陸
紀
行
』

の
な
か
で
の
「
北
陸
一
帯
仏
教
の
盛
ん
な
る
危

ん
で
驚
く
べ
き
な
り
」
の
記
事
を
重
視
し
、
「
こ

の
地
域
の
宗
教
こ
と
に
真
宗
教
団
と
民
権
運
動

と
の
関
係
を
解
明
す
る
必
要
性
が
今
後
の
検
討

課
題
」
(
八
三
ペ
ー
ジ
)
と
付
記
す
る
が
、
た

し
か
に
重
要
な
研
究
視
角
と
考
え
た
い
。

側
拙
稿
寸
明
治
六
年
越
前
大
野
郡
下
の
護
法
一

撲
」
(
日
本
海
地
域
史
研
究
会
『
日
本
海
地
域
史

研
究
』
第
二
輯
文
献
出
版
一
九
八
一
年
)
表
1

「明

治
初
年
護
法
一
捺
略
年
表
」
(
二
七
二
ペ
ー
ジ
)

参
照
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




